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(57)【要約】
　本発明は、少なくとも１つの単官能（メタ）アクリレートモノマーと、少なくとも１つ
の単官能Ｎ－ビニルアミドモノマーと、少なくとも１つのラジカル光重合開始剤と、少な
くとも１つの着色剤とを含むインクジェット用インクに関する。該インクは、２５℃で１
００ｍＰａｓ未満の粘度を有し、少なくとも１つの該単官能（メタ）アクリレートモノマ
ーの少なくとも１つの該単官能Ｎ－ビニルアミドモノマーに対するモル比率が１．０～６
．０である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの単官能（メタ）アクリレートモノマーと、少なくとも１つの単官能Ｎ
－ビニルアミドモノマーと、少なくとも１つのラジカル光重合開始剤と、少なくとも１つ
の着色剤とを含むインクジェット用インクであって、２５℃で１００ｍＰａｓ未満の粘度
を有し、少なくとも１つの前記単官能（メタ）アクリレートモノマーの少なくとも１つの
前記単官能Ｎ－ビニルアミドモノマーに対する前記モル比率が１．０～６．０であるイン
クジェット用インク。
【請求項２】
　少なくとも１つの前記単官能（メタ）アクリレートモノマーと、少なくとも１つの前記
単官能Ｎ－ビニルアミドモノマーとの総量が、インク全重量に対して少なくとも６０重量
％である、請求項１に記載のインクジェット用インク。
【請求項３】
　前記総量が少なくとも７０重量％である、請求項２に記載のインクジェット用インク。
【請求項４】
　前記総量が少なくとも８０重量％である、請求項３に記載のインクジェット用インク。
【請求項５】
　少なくとも１つの前記単官能（メタ）アクリレートモノマーの少なくとも１つの前記単
官能Ｎ－ビニルアミドモノマーに対するモル比率の上限が４．０以下である、前記請求項
のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項６】
　前記比率の上限が３．５以下である、請求項５に記載のインクジェット用インク。
【請求項７】
　少なくとも１つの前記単官能（メタ）アクリレートモノマーの少なくとも１つの前記単
官能Ｎ－ビニルアミドモノマーに対するモル比率の下限が１．１以上である、前記請求項
のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項８】
　インク全重量に対して３０重量％以下の多官能モノマーを含有する、前記請求項のいず
れかに記載のインクジェット用インク。
【請求項９】
　少なくとも１つの多官能モノマーを含有し、該多官能モノマーの１つ以上が多官能（メ
タ）アクリレートモノマーである、前記請求項のいずれかに記載のインクジェット用イン
ク。
【請求項１０】
　少なくとも１つの前記単官能（メタ）アクリレートが、フェノキシエチルアクリレート
（ＰＥＡ）、環状ＴＭＰホルマールアクリレート（ＣＴＦＡ）、イソボルニルアクリレー
ト（ＩＢＯＡ）、テトラヒドロフルフリルアクリレート（ＴＨＦＡ）、２－（２－エトキ
シエトキシ）エチルアクリレート、オクタ／デシルアクリレート（ＯＤＡ）、トリデシル
アクリレート（ＴＤＡ）、イソデシルアクリレート（ＩＤＡ）およびラウリルアクリレー
トから選択される、前記請求項のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項１１】
　少なくとも１つの前記単官能（メタ）アクリレートが、環状単官能（メタ）アクリレー
トである、請求項１から９のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項１２】
　存在する前記唯一の単官能（メタ）アクリレートとして少なくとも１つの環状単官能（
メタ）アクリレートを含む、請求項１１に記載のインクジェット用インク。
【請求項１３】
　前記環状単官能（メタ）アクリレートが、フェノキシエチルアクリレート（ＰＥＡ）、
環状ＴＭＰホルマールアクリレート（ＣＴＦＡ）、イソボルニルアクリレート（ＩＢＯＡ
）、テトラヒドロフルフリルアクレート（ＴＨＦＡ）、またはその混合物である、請求項
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１１または１２に記載のインクジェット用インク。
【請求項１４】
　ＴＨＦＡ／ＮＶＣ、ＩＢＯＡ／ＮＶＣ、ＰＥＡ／ＮＶＣ、ＣＴＦＡ／ＮＶＣ、ＩＢＯＡ
／ＡＣＭＯおよびＩＢＯＡ／ＮＶＰから選択されるモノマーの組合せを含有する、請求項
１０から１３のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項１５】
　前記請求項のいずれかに記載の前記インクジェット用インクを基材上へ印刷し、前記イ
ンクを硬化することを含むインクジェット印刷の方法。
【請求項１６】
　請求項１から１４のいずれかに記載の前記インクジェット用インクをその上に印刷した
基材。
【請求項１７】
　請求項１から１４のいずれかに記載の前記インクジェット用インクを含むインクジェッ
ト用インクカートリッジ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェットプリンタに使用するためのインクに関する。特に、本発明は
、紫外線を用いて硬化するインクジェットプリンタに使用するためのインクに関する。
【０００２】
　インクジェット印刷では、黒色、白色、または着色インクの微小滴が、インクタンクに
対して移動している基材上に、１つまたは複数のインクタンクまたは印刷ヘッドから狭い
ノズルを通して制御された方法で吐出される。該吐出インクは、基材上に画像を形成する
。高速印刷のために、該インクは、該印刷ヘッドから急速に流出しなければならず、この
ことを保証するために、使用中に通常２５℃で１００ｍＰａｓ未満の低粘度を有していな
ければならないが、大部分の用途では、その粘度が５０ｍＰａｓ未満、しばしば２５ｍＰ
ａｓとなるべきである。該ノズルを通して吐出される場合、該インクは、多くの場合約４
０℃（該インクは、周囲温度でははるかに高い粘度を有する恐れがある）に上昇する吐出
温度で、通常２５ｍＰａｓ未満、好ましくは５～１５ｍＰａｓ、理想的には１０．５ｍＰ
ａｓの粘度を有する。該インクは、インクタンクまたはノズル中での乾燥あるいはクラス
ト形成に対する耐性も示さなければならない。これらの理由のために、周囲温度またはそ
れに近い温度で使用するインクジェット用インクは、大きな比率の流動性液体ビヒクルま
たは溶剤を含有するように通常配合される。１汎用タイプのインクジェット用インクでは
、この液体は水である。例えば、Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｉｍａｇｉｎｇ　Ｓｃｉｅｎｃ
ｅ，３５（３），ｐｐ．１７９－１８８（１９９１）におけるＨｅｎｒｙ　Ｒ．Ｋａｎｇ
の研究論文を参照されたい。それらの系では、該インクが水の蒸発により該ヘッド中で乾
燥しないことを保証するために、大きな努力がなされなければならない。別の汎用タイプ
では、該液体は、低沸点溶剤または溶剤の混合物である。例えば、ＥＰ　０　３１４　４
０３およびＥＰ　０　４２４　７１４を参照されたい。遺憾なことに、大きな比率の水ま
たは溶剤を含むインクジェット用インクは、印刷後、該溶剤の蒸発または基材への吸収に
よりインクが乾燥してしまうまで取扱いができない。この乾燥経過は、しばしば遅く、し
かも多くの場合（例えば、紙などの感熱性基材に印刷する場合）加速できない。
【０００３】
　別のタイプのインクジェット用インクは、光重合開始剤の存在下で、一般に紫外線照射
により重合するモノマーと称される不飽和有機化合物を含有する。このタイプのインクは
、印刷物を乾燥するために液相を蒸発させる必要はないという利点を有しており、その代
わりに印刷物は、インクを硬化または固化するために放射線に露光される。これは、中温
での溶剤蒸発より速い乾燥法である。このようなインクジェット用インクでは、低粘度の
モノマーを使用することが必要である。
【０００４】
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　しかし、モノマーを主にベースとするインクジェット用インクは、溶剤を含有するイン
クジェット用インク、または許容される粘度が高いほど配合許容範囲が大きくなるスクリ
ーンまたはフレキソ印刷系などのより伝統的なインクと比較して、重大な欠点をかかえて
いる。これらのタイプのインクでは、硬化プロセスの間に形成しなければならない結合数
をそのより高い分子量によって減少させる、アクリレートオリゴマーまたは不活性熱可塑
性樹脂によって相当量のモノマー分を代替することができる。各結合が形成される場合、
繰返し単位間の結合長は減小し、その結果硬化フィルムの収縮を生じるが、もしこれを制
御しなければ該基材に応力がかかる。プラスチック基材では、このフィルム収縮は、印刷
製品の深刻な脆化をまねく恐れがあり、断裁などの印刷後の最終加工が問題となる。
【０００５】
　伝統的に、ＵＶインクジェット用インクには、十分な硬化速度を得るために二官能アク
リレートモノマーが配合される。これらのタイプの物質から製造されるインクは、ひどい
フィルム収縮を受け、その結果、基材脆化が生じる。完全に単官能性のアクリレートまた
はビニルモノマーがベースの系を使用して収縮を減ずることは、理論上は可能なはずであ
るが、この手法は、単官能モノマーに伴う非常に低い硬化速度のために一般に回避されて
きた。
【０００６】
　それ故に、該インクジェット用インクの低粘度を損なうことなく硬化速度とフィルム収
縮とのバランスを得るインクに対する当技術分野の要求がある。
【０００７】
　したがって、本発明は、少なくとも１つの単官能（メタ）アクリレートモノマーと、少
なくとも１つの単官能Ｎ－ビニルアミドモノマーと、少なくとも１つのラジカル光重合開
始剤と、少なくとも１つの着色剤とを含むインクジェット用インクであって、２５℃で１
００ｍＰａｓ未満の粘度を有し、少なくとも１つの該単官能（メタ）アクリレートモノマ
ーの少なくとも１つの該単官能Ｎ－ビニルアミドモノマーに対するモル比率が１．０～６
．０であるインクジェット用インクを提供する。
【０００８】
　本発明を添付図面を参照して以下に説明する。
【０００９】
　本発明のインクジェット用インクは、上記考察のように、主として硬化すなわち存在す
る該モノマーの重合により乾燥し、それ故に硬化性インクである。該インクには、それ故
に、インクの乾燥をもたらす水または揮発性有機溶剤の存在を必要としないが、このよう
な成分の存在は許容できる。しかし、本発明の該インクジェット用インクには水および揮
発性有機溶剤が実質的に含まれていないことが好ましい。
【００１０】
　上記で説明したように、インク中にかなりの量の単官能モノマーを組み込むと、非常に
不十分なＵＶ硬化応答が従来より生じており、それ故に硬化を増強するために多官能化モ
ノマーを添加する必要があった。単官能（メタ）アクリレートモノマーとＮ－ビニルアミ
ドモノマーとの組合せは、ある種の比率で、驚くべき相乗効果をもたらす、すなわち該成
分のモノマーのいずれか一方を単独で用いた場合よりも高い硬化速度が認められることが
今や判明した。この効果は、二官能およびさらに三官能（メタ）アクリレートモノマーを
ベースとするインクで認められるものとほぼ同等かまたは一層良好な硬化速度を可能にす
る、単官能モノマーを配合したインクジェット用インクで特に有益である。
【００１１】
　Ｎ－ビニルアミドは、当技術分野では良く知られているモノマーであり、それ故に詳細
な記述は必要ない。Ｎ－ビニルアミドは、（メタ）アクリレートモノマーと同様にさらに
置換できるアミドの窒素原子に結合するビニル基を有する。
【００１２】
　好ましい例は、Ｎ－ビニルカプロラクタム（ＮＶＣ）およびＮ－ビニルピロリドン（Ｎ
ＶＰ）である。
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【００１３】
【化１】

【００１４】
　該単官能（メタ）アクリレートモノマーも、当技術分野で良く知られており、好ましく
はアクリル酸のエステルである。好ましい例を以下に挙げる。
【００１５】



(6) JP 2009-534514 A 2009.9.24

10

20

30

40

50

【化２】

【００１６】
　該単官能モノマーの置換基は、粘度、安定性、毒性などのインクジェット用インクの使
用により課される制約以外に限定されない。該置換基は、通常、アルキル、シクロアルキ
ル、アリール、およびそれらの組合せであり、それらのいずれもヘテロ原子により割り込
まれてもよい。当技術分野で一般的に使用される置換基の非限定例には、Ｃ1～18アルキ
ル、Ｃ3～18シクロアルキル、Ｃ6～10アリール、およびそれらの組合せ（Ｃ6～10アリー
ル置換またはＣ3～18シクロアルキル置換Ｃ1～18アルキルなど）が挙げられるが、それら
のいずれも酸素または窒素などの１～１０個のヘテロ原子により割り込まれてもよく、窒
素は、上記置換基のいずれによってもさらに置換されてもよい。該置換基同士は、一緒に
なって環状構造も形成できる。
【００１７】
　好ましい実施形態では、該単官能（メタ）アクリレートは、環状単官能（メタ）アクリ
レートである。すなわち該（メタ）アクリレート単位へ共有結合している当該の基は、環
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状である。該環状基は、飽和、または芳香族を含む不飽和であってもよい。好ましい環状
単官能（メタ）アクリレートは、フェノキシエチルアクリレート（ＰＥＡ）、環状ＴＭＰ
ホルマールアクリレート（ＣＴＦＡ）、イソボルニルアクリレート（ＩＢＯＡ）、テトラ
ヒドロフルフリルアクリレート（ＴＨＦＡ）またはその混合物である。最も好ましくは、
存在する該単官能（メタ）アクリレートは、全て環状であり、すなわちそれらは存在する
唯一の単官能（メタ）アクリレート（（ｍｅｔｈ）ａｃｒｙｌａｔｅ（ｓ））である。
【００１８】
　少なくとも１つの該単官能（メタ）アクリレートモノマーと、少なくとも１つの該単官
能Ｎ－ビニルアミドモノマーとを組み合わせた総量は、該インクの全重量に対して好まし
くは少なくとも６０重量％、より好ましくは少なくとも７０重量％、および最も好ましく
は少なくとも８０重量％である。
【００１９】
　少なくとも１つの該単官能（メタ）アクリレートモノマーの少なくとも１つの該単官能
Ｎ－ビニルアミドモノマーに対するモル比率は、１．０～６．０である。このモル比率の
上限は、好ましくは４．０以下、より好ましくは３．５以下、より好ましくは２．０以下
、最も好ましくは１．６以下である。このモル比率の下限は、好ましくは１．１以上、よ
り好ましくは１．２以上、より好ましくは１．３以上、および最も好ましくは１．５以上
である。特に好ましい範囲は、１．２５～１．５３である。
【００２０】
　単官能アクリレートおよび単官能Ｎ－ビニルアミドは、組み合わせた場合、非組合せモ
ノマーに対して硬化応答の著しい改善をもたらす。試験をした全ての組合せは、硬化応答
をモノマーブレンド組成（さらなる詳細は下記の実施例に示す）に対してプロットした場
合、硬化に必要なＵＶ光線量の最小値を示した。これらの最小値の深さは、該成分モノマ
ー個々の硬化速度に依存する。すなわち単独で使用した場合の該アクリレートモノマーの
硬化が速いほど、必要なＵＶ線量の最小値がより深くなる。
【００２１】
　これらの試験したもののうち、多くのブレンドは、ＤＰＧＤＡ（二官能アクリレート）
より速い硬化速度、およびいくつかの場合ＴＭＰＴＡ（三官能アクリレート）に等しい硬
化速度を示した。これらの最適化ブレンドは、重要な利点をもたらす。すなわち多官能ア
クリレートを使用する多くの場合に、犠牲となる柔軟性などのフィルム特性を損ねること
なく高硬化速度を達成することができる。
【００２２】
　多官能モノマー、オリゴマー、または不活性樹脂（熱可塑性アクリル樹脂など）を含有
することにより、該インクジェット用インクのフィルム特性をさらに改変することが可能
である。しかし、オリゴマーおよび多官能モノマーの場合、その柔軟性に悪影響が出る恐
れがあり、また、化学量論組成に対するいくつかの調整が最適な硬化速度を保持するため
に必要となり得ることに留意すべきである。
【００２３】
　該インクジェット用インク配合物に含むことができる該多官能アクリレートモノマーの
例として、ヘキサンジオールジアクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート
、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート、（
例えば、テトラエチレングリコールジアクリレート）、ジプロピレングリコールジアクリ
レート、トリ（プロピレングリコール）トリアクリレート、ネオペンチルグリコールジア
クリレート、ビス（ペンタエリスリトール）ヘキサアクリレート、およびエトキシ化また
はプロポキシ化したグリコールおよびポリオールの該アクリレートエステル、（例えば、
プロポキシ化ネオペンチルグリコールジアクリレート、エトキシ化トリメチロールプロパ
ントリアクリレート）、ならびにそれらの混合物が挙げられる。２００を超える分子量を
有する二官能アクリレートが特に好ましい。
【００２４】
　さらに、適切な多官能アクリレートモノマーとして、ヘキサンジオールジメタクリレー
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ト、トリメチロールプロパントリメタアクリレート、トリエチレングリコールジメタアク
リレート、ジエチレングリコールジメタクリレート、エチレングリコールジメタアクリレ
ート、１，４－ブタンジオールジメタアクリレートなどのメタアクリル酸（すなわち、メ
タアクリレート）のエステルが挙げられる。
【００２５】
　（メタ）アクリレートの混合物も使用できる。
【００２６】
　１つの実施形態では、該インクには、実質的に多官能モノマーは含まれておらず、これ
は、例えば、単官能物質中の不純物として、または市販ペースト顔料中の成分として、極
微量しか存在しないと見込まれることを意味する。多官能モノマーが含まれている場合、
該多官能モノマーは、該インクの全重量に対して３０重量％以下、好ましくは２５重量％
以下、より好ましくは２０重量％以下、最も好ましくは１５重量％以下の量で存在する。
量的に制限される該多官能モノマーは、多官能（メタ）アクリレートモノマーまたは多官
能ビニルエーテルなどの硬化反応に関与し得る任意の多官能モノマーでもよい。
【００２７】
　ある実施形態では、該インクには、オリゴマー物質および高分子物質が実質的に含まれ
ておらず、これは極微量しか存在しないと見込まれることを意味する。オリゴマーまたは
高分子物質が含まれる場合、該インクの全重量に対して２０重量％以下、より好ましくは
１０重量％以下、最も好ましくは５重量％以下の量で存在する。オリゴマーおよび高分子
物質（例えば、それぞれ、アクリレートオリゴマーおよび不活性熱可塑性樹脂）は、当技
術分野で知られており、通常５００超、より好ましくは１０００超の分子量を有する。
【００２８】
　上記の該モノマーのほかに、該組成物は、例えば、紫外線による照射下で、該モノマー
の重合を開始する光重合開始剤を含む。例えば、ベンゾフェノン、１－ヒドロキシシクロ
ヘキシルフェニルケトン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－（４－モルフォリノフェ
ニル）ブタン－１－オン、ベンジルジメチルケタール、ビス（２，６－ジメチルベンゾイ
ル）－２，４，４－トリメチルペンチルホスフィンオキサイドまたはその混合物などの照
射時にフリーラジカル（フリーラジカル光重合開始剤）を生成する光重合開始剤が好まし
い。このような光重合開始剤は、知られており、例えば、（Ｃｉｂａから）Ｉｒｇａｃｕ
ｒｅ、Ｄａｒｏｃｕｒおよび（ＢＡＳＦから）Ｌｕｃｅｒｉｎの商標名で市販されている
。
【００２９】
　該光重合開始剤は、該インクの１～２０重量％、好ましくは４～１０重量％で存在する
ことが好ましい。
【００３０】
　本発明の該インクジェット用インクは、該インクの液状媒体中に溶解または分散できる
着色剤も含む。該着色剤は、当技術分野で知られているタイプであって、例えば、Ｐａｌ
ｉｏｔｏｌ（ＢＡＳＦ　ｐｌｃから入手できる）、Ｃｉｎｑｕａｓｉａ、Ｉｒｇａｌｉｔ
ｅ（共にＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｉｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手できる）、およ
びＨｏｓｔａｐｅｒｍ（Ｃｌａｒｉａｎｔ　ＵＫから入手できる）の商標名などで市販さ
れている分散性顔料が好ましい。該顔料は、例えば、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ１３
、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ８３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ９、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒ
ｅｄ１８４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５：３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ７、Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ１９、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ７などの任意の所望の色で
あってもよい。黒色および三色プロセス印刷に必要な色が特に有用である。顔料の混合物
も使用できる。
【００３１】
　存在する顔料の全比率は、好ましくは０．５～１５重量％、より好ましくは１～５重量
％である。
【００３２】
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　本発明の該インクは、フリーラジカル機構により硬化するが、本発明の該インクは、ラ
ジカルおよびカチオン機構により硬化するいわゆる「ハイブリッド」インクでもあっても
よい。したがって本発明の該インクジェット用インクは、１つの実施形態では、ビニルエ
ーテルなどの少なくとも１つのカチオン硬化性モノマーと、ヨードニウム塩またはスルホ
ニウム塩、例えばジフェニルヨードニウムフルオリドおよびトリフェニルスルホニウムヘ
キサフルオホスフェートなどの少なくとも１つのカチオン光重合開始剤とをさらに含む。
適切なカチオン光重合開始剤として、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ　ＵＶＩ－６９シリー
ズ，Ｄｅｕｔｅｒｏｎ　ＵＶ１２４０およびＩＪＹ２２５７、Ｃｉｂａ　Ｉｒｇａｃｕｒ
ｅ２５０およびＣＧＩ５５２、ＩＧＭ－Ｃ４４０、Ｒｈｏｄｉａ２０４７およびＵＶ９３
８０ｃが挙げられる。
【００３３】
　当技術分野で知られているタイプの他成分が、特性または性能を改善するためにインク
中に存在できる。これらの成分は、例えば、界面活性剤、脱泡剤、分散剤、光重合開始剤
用化学相乗剤、熱劣化または光劣化に対する安定剤、付香剤、流動助剤またはスリップ助
剤、殺生物剤および識別トレーサーでもよい。
【００３４】
　本発明は、また、上記のインクおよび硬化インクをその上に有する基材を用いるインク
ジェット印刷方法を提供する。適切な基材にはスチレン、ＰｏｌｙＣａｒｂ（ポリカーボ
ネート）、ＢａｎｎｅｒＰＶＣ（ＰＶＣ）およびＶＩＶＡＫ（改質ポリエチレンテレフタ
レートグリコール）が挙げられる。本発明の該インクは、好ましくは紫外線照射により硬
化し、かつインクジェット印刷による用途に適している。本発明は、本明細書で定義され
ているような該インクジェット用インクを含有するインクジェット用インクカートリッジ
をさらに提供する。該カートリッジは、インク容器と、インクジェットプリンタとの接続
に適しているインク吐出口とを備えている。
【００３５】
　該インクジェット用インクは、所望の低粘度（２５℃で１００ｍＰａｓ未満、好ましく
は５０ｍＰａｓ未満、および最も好ましくは２５ｍＰａｓ未満）を示す。
【００３６】
　（メタ）アクリレートは、本明細書で、その標準的意味すなわちアクリレートおよび／
またはメタアクリレートを有することを意図している。単官能および多官能も、その標準
的意味すなわち硬化時の重合反応に参加する、それぞれ、１つおよび２つ以上の基を有す
ることを意図している。
【００３７】
　本発明の該インクは、例えば、高速水冷攪拌機で攪拌、または水平ビードミル上での混
練などの知られた方法により調製できる。
【実施例】
【００３８】
　以下の実施例（部は、重量％）を参照しながら例証として、本発明を以下に説明する。
【００３９】
実施例１（参照実施例）
　インクジェット用インク配合物を、表１に示すような全ての他成分を一定に保ちながら
、モノマー組成を変えることにより調製した。
【００４０】
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【表１】

【００４１】
　上記配合において一連のモノマーを評価し、硬化速度の比較をした。１２ミクロンＫバ
ーアプリケーターを用いて２２０ミクロン光沢性ＰＶＣ上にインクをドローダウンした。
２つの個々に切替可能な８０Ｗ／ｃｍランプを備えたＳｖｅｃｉａＵＶ乾燥器を用いてフ
ィルムを硬化した。それぞれの場合に、該インクフィルムを不粘着状態に硬化するために
必要な該ＵＶ線量を測定した。
【００４２】
　それぞれ、２個のランプを用いて全出力で硬化した試料と半出力で硬化した試料の結果
を、表２ａおよび表２ｂに示す。
【００４３】
【表２】

【００４４】
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【表３】

【００４５】
実施例２
　単官能アクリレートのブレンドに関するさらなる試験では、単官能アクリレートのＮＶ
Ｃとのブレンドが、非線形の硬化速度応答を示し、硬化応答の最大値が、例えば、ＮＶＣ
：ＰＥＡの重量比１：１．７で認められるという興味深い結果が際立った。表３は、各モ
ノマー対について最大硬化速度が得られたモノマー組成を示す。
【００４６】
【表４】

【００４７】
　表２と表３のデータを表４に要約する。
【００４８】
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【表５】

【００４９】
　また、図１は、存在するＮＶＣ量に対するＵＶ線量最小値のグラフ表示を示す。ＮＶＣ
量が０の場合、硬化線量は参照実施例１に示す通りである。ＮＶＣ量が増すにつれて硬化
必要線量は減少し、ＮＶＣの添加が硬化速度を増加させるのに有利であることを示す。硬
化速度の増加により、硬化速度の最大限の改良が図１の最小値により確認される改良され
たインクが得られる。参照として、二官能アクリレートＤＰＧＤＡと三官能アクリレート
ＴＭＰＴＡとを単独で用いた場合の硬化必要線量も図１に示す。
【００５０】
実施例３
　ＮＶＣとＮ－アクリロイルモルホリン（ＡＣＭＯ）の組合せのみがこの傾向を示さない
ことが、評価の間に認められた。理論にこだわることは望まないが、これは、二重結合に
近い窒素を有する両モノマー中の不飽和部に類似した性質のためであることが考えられる
。
【００５１】
実施例４
　ＮＶＰとＩＢＯＡのブレンドを含有する配合を調製し、前述のように評価したところ、
図２に示す同様な結果を得た。
【００５２】
実施例５
　本発明のインクジェット用インクの特に好ましい実施例を表５に示す。
【００５３】
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【表６】

【００５４】
実施例６
　本発明のインクジェット用シアンインク配合物を、以下の成分を組み合わせて調製した
。
　ペースト顔料＊　　　　　　　　　　４．５３
　Ｎビニルカプロラクタム　　　　　３０．７０
　フェノキシエチルアクリレート　　５１．１６
　Ｆｉｒｓｔｃｕｒｅ　ＳＴ－１　　　０．８
　Ｉｒｇａｃｕｒｅ１８４　　　　　　１．８８
　アシルホスフィンオキサイド　　　　８．０１
　ベンゾフェノン　　　　　　　　　　２．８２
　Ｂｙｋ３０７　　　　　　　　　　　０．１
　＊ペースト顔料
　ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ３２０００　　　　　１０．００
　ＦＩＲＳＴＣＵＲＥ　ＳＴ－１　　　　　　１．００
　ＳＡＲＴＯＭＥＲＳＲ９００３　　　　　５９．００（プロポキシ化ＮＰＧＤＡ－二官
能）
　ＩＲＧＡＬＩＴＥ　ＢＬＵＥ　ＧＬＶＯ　３０．００
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の３種のインクジェット用インク組成物に対する硬化応答のグラフである
。
【図２】ＮＶＰおよびＩＢＯＡを含有する本発明のインクジェット用インクの組成に対す
る硬化応答のグラフである。
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【国際調査報告】
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